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 令和５年１０月１日から、種雄牛「勝幸久号」「幸千風号」の精液供用を開始

しました。「勝幸久号」「幸千風号」は長崎県の高能力種雄牛「勝乃幸号」から造

成された候補種雄牛です。 

 

 

 

１ 「勝幸久号」 

 

令和３年１１月９日生まれ。生産者は中津市耶馬溪町の久保秀記氏です。枝

肉重量の増加と歩留まり基準値の改善を目的に「勝乃幸号」と「ひめかつただ

号」を交配して造成しました。ゲノム育種価は県研究部で飼養する種雄牛 38

頭中 BMS 5位、オレイン酸 4位、MUFA9位と良好です。 

 

 

 

 

 

 

 



２ 「幸千風号」 

 

令和３年１２月２６日生まれ。生産者は竹田市久住町の大久保省治氏です。

オレイン酸生成能力の改良を「勝乃幸号」と「そよかぜ１号」を交配して造成

しました。ゲノム育種価では、「オレイン酸・MUFA」で県有種雄牛中 1位で

す。 

 

 

 

 

 

 

３ 現場後代検定 

 

「勝幸久号」及び「幸千風号」は、令和５年度後期に現場後代検定材料牛取

得のために令和５年１１月１５日～令和６年１月３１日を授精期間として各

地区改良組合の皆様にご協力をいただきます。初産雌を避け、藤良系および但

馬系への交配を推奨します。 

なお、現場後代検定終了予定は令和９年度前期の予定です。 

 


